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皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
の
新
春
を
清
々
し
く
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
は
、
元
旦
早
々
に
能
登
半
島

地
震
災
害
の
発
生
、
翌
2
日
に
は
羽

田
空
港
に
お
い
て
航
空
機
事
故
が
発

生
す
る
な
ど
、
大
変
痛
ま
し
い
衝
撃

的
な
新
年
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
は
、

夏
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
オ
リ
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
海
外
開
催
で
は
最

多
と
な
る
金
メ
ダ
ル
20
個
を
獲
得
、

旭
川
市
出
身
の
北
口
榛
花
選
手
が
女

子
や
り
投
げ
で
史
上
初
の
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
す
る
な
ど
日
本
選
手
が
大
活

躍
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
米
大
リ
ー
グ
で
は
、
大
谷

翔
平
選
手
が
54
本
塁
打
59
盗
塁
と
、

長
い
歴
史
の
中
で
初
の
「
50–

50
」

を
達
成
し
、
チ
ー
ム
の
ワ
ー
ル
ド
シ

リ
ー
ズ
制
覇
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
リ
ー
グ

の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
獲
得
と
大
活
躍
の
シ
ー
ズ

ン
と
な
り
、
明
る
い
話
題
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
町
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
一
昨

年
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
猛
暑
と

な
り
農
畜
産
物
は
高
温
障
害
に
よ
る

大
き
な
被
害
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
昨
年
の
主
要
農
畜
産
物
は
、
生

産
者
の
努
力
が
実
り
ほ
ぼ
例
年
並
み

に
出
来
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　
11
月
下
旬
に
は
農
林
水
産
省
と
内

閣
府
が
主
催
の
、
農
山
漁
村
地
域

活
性
化
の
成
功
事
例
を
表
彰
す
る

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
（
む
ら
）

の
宝
」
に
お
い
て
、
全
国
４
９
６
件

の
応
募
総
数
の
中
か
ら
、
幌
加
内
高

校
が
見
事
最
高
賞
で
あ
る
グ
ラ
ン
プ

リ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
そ
ば
を
通
し
た
地
域
と
の
つ
な
が

り
や
、
世
界
へ
羽
ば
た
く
幌
加
内
高

校
生
の
姿
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の

で
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
改
め
て
本

町
の
発
信
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
次
第

で
す
。

　
令
和
7
年
度
は
第
8
次
幌
加
内
町

総
合
振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年

で
あ
り
、
過
疎
化
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
厳
し
い
情
勢
の
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
も
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
規
模
な
国
直
轄
事
業
で
あ
る

「
雨
竜
ダ
ム
再
生
事
業
」
に
お
け
る

ダ
ム
建
設
事
業
所
が
4
月
に
本
町
に

移
転
し
ま
す
。
事
務
所
誘
致
に
加
え
、

工
事
の
本
格
的
着
手
に
よ
る
町
の
活

性
化
と
経
済
効
果
に
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
「
幌
加
内
そ
ば
」
の
集
大
成
と
も

い
え
る
6
次
化
に
向
け
、
農
産
加
工

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
そ
ば
加
工
施
設

建
設
の
た
め
産
業
課
内
に
「
そ
ば
加

工
施
設
整
備
支
援
室
」
を
設
置
し
、

ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、
付
加
価
値
を

高
め
た
製
品
を
製
造
、
販
売
す
る
こ

と
に
よ
り
本
町
の
産
業
全
体
に
大
き

な
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
ス
タ
ー

ト
の
年
と
も
な
り
ま
す
。

　
巳
年
は
、
脱
皮
す
る
蛇
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
、
新
し
い
こ
と
が
始
ま
る
年

と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
事
業

を
始
め
、
令
和
７
年
が
挑
戦
の
年
と

し
て
、
災
害
や
事
故
も
な
く
豊
穣
の

秋
を
迎
え
経
済
活
動
の
活
性
化
に
よ

り
、
町
民
の
皆
様
、
そ
し
て
本
町
に

と
り
ま
し
て
こ
れ
ま
で
の
努
力
や
準

備
が
実
を
結
ぶ
年
に
な
り
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
幌
加
内
町
長

細
　
川
　
雅
　
弘
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令
和
７
年
の
新
年
を
迎
え
、
議
会

を
代
表
し
ま
し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
初
春
を
清
々

し
く
お
迎
え
の
こ
と
と
推
察
し
、
心

よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
中
は
議
会
の
活
動
及
び
町

政
の
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
年
明
け
早
々
に
、

石
川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
し
て
発

生
し
た
、
最
大
震
度
７
の
地
震
に
よ

り
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、

そ
の
翌
日
に
は
、
日
本
の
航
空
機
と

海
上
自
衛
隊
の
航
空
機
が
羽
田
空
港

で
衝
突
、
両
航
空
機
が
炎
上
す
る
大

惨
事
が
発
生
し
、
新
年
早
々
、
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
が
舞
い
込
ん
で
来
ま
し
た
。

そ
の
後
、
石
川
県
で
は
９
月
21
日
か

ら
22
日
に
か
け
て
大
雨
の
特
別
警
報

が
出
さ
れ
、
記
録
的
な
大
雨
と
な
っ

て
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
が
相

次
ぎ
、
先
の
震
災
で
生
活
再
建
を
目

指
す
中
で
の
大
雨
に
よ
る
被
害
は
、

二
重
災
害
と
言
わ
れ
、
大
変
厳
し
い

状
況
に
直
面
す
る
方
々
が
映
し
だ
さ

れ
る
報
道
に
は
、
目
を
覆
う
ば
か
り

で
す
。
一
方
で
、
８
月
８
日
に
発
生

し
た
、
日
向
灘
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
7・1
の
地
震
を
受
け
、
気

象
庁
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報
を
発
表
し
、
８
月
15
日
で
、
そ
の

呼
び
か
け
の
期
間
は
終
わ
っ
た
も
の

の
、
令
和
の
米
騒
動
の
一
因
と
な
り
、

都
市
圏
ば
か
り
で
は
な
く
、
地
方
に

も
そ
の
影
響
が
あ
り
、
各
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
始
め
、
そ
の
店
頭
で

は
一
時
期
、
お
米
が
姿
を
消
し
、
一

消
費
者
と
し
て
も
大
き
な
不
安
に
駆

ら
れ
ま
し
た
。
国
民
の
食
の
多
く
を

諸
外
国
に
委
ね
て
い
る
日
本
の
食
の

安
全
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農

業
で
は
、
昨
年
の
融
雪
期
は
平
年
よ

り
早
く
、
農
作
業
は
順
調
に
進
ん
だ

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
８
月
９
日

に
発
生
し
た
集
中
豪
雨
に
よ
り
農
地

浸
水
が
あ
り
、
特
に
そ
ば
で
は
収
穫

が
ゼ
ロ
と
な
る
圃
場
が
出
る
な
ど
の

被
害
は
多
少
あ
っ
た
も
の
の
、
収
穫

量
は
概
ね
平
年
並
み
と
伺
っ
て
お
り
、

安
堵
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
昨
年
に
引
き
続
き
、
原

油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
農
業
資
材
の

上
昇
も
あ
り
、
農
業
所
得
は
、
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
推
察
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
農
作
物
の
継
続
的
な
安

定
生
産
、
安
定
供
給
を
確
立
す
る
た

め
、
異
常
気
象
を
も
は
ね
の
け
る
基

盤
整
備
や
農
業
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を

進
め
、
安
定
し
た
所
得
の
確
保
を
図

り
、
実
施
し
て
行
く
こ
と
が
町
の
財

政
安
定
の
要
と
考
え
る
次
第
で
す
。

　

本
年
は
、「
幌
加
内
町
第
８
次
総

合
振
興
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年

で
す
。
今
後
と
も
安
定
し
た
農
業
経

営
を
維
持
し
、
幌
加
内
町
の
特
性
や

資
源
を
生
か
し
た
持
続
性
の
あ
る
農

業
施
策
の
確
立
が
急
務
で
あ
り
、
あ

わ
せ
て
商
工
業
の
発
展
や
本
町
観
光

の
振
興
、
福
祉
施
策
の
拡
充
、
教
育

環
境
の
整
備
、
止
ま
る
こ
と
の
な
い

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
に
対

応
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て

行
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る

次
第
で
す
。

　
私
達
議
会
は
、
本
町
の
山
積
す
る

諸
課
題
の
解
決
の
た
め
、
町
民
ニ
ー

ズ
へ
の
適
切
な
対
応
、
近
隣
市
町
村

と
の
広
域
連
携
の
拡
大
、
人
材
確
保

や
情
報
発
信
の
強
化
な
ど
、
行
政
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
住
民
目
線
で
将

来
展
望
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
町

民
の
皆
様
の
付
託
に
答
え
ら
れ
る
よ

う
努
力
と
研
鑽
を
重
ね
て
行
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
尚
一
層
の

ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
年
も
ま
た
町
民
皆
様
の
ご
多
幸
と

健
や
か
な
毎
日
で
あ
り
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
幌
加
内
町
議
会
議
長

小
　
川
　
雅
　
昭
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名
誉
町
民　
峰　
岸　
政　
義

町

長　
細　
川　
雅　
弘

副

町

長　
大　
野　
克　
彦

〇
町
議
会

議

長　
小　
川　
雅　
昭

副

議

長　
小　
関　
和　
明

議

員　
中　
南　
裕　
行

〃

　
寺　
崎　
嘉　
男

〃

　
中　
村　
雅　
義

〃

　
中　
川　
秀　
雄

〃

　
稲　
見　
隆　
浩

〃

　
藤　
井　
　
　
祐

〃

　
蔵　
前　
文　
彦

〇
議
会
事
務
局

事
務
局
長　
藏　
前　
裕　
幸

〇
監
査
委
員

代
表
監
査
委
員　
菊　
地　
勝　
美

議
選
委
員　
藤　
井　
　
　
祐

〇
教
育
委
員
会

教

育

長　
村　
上　
雅　
之

教
育
長
職
務
代
理
者笠　

井　
三　
貴

委

員　
川　
原　
　
　
誠

〃

　
北　
村　
慶　
子

〇
農
業
委
員
会

会

長　
笠　
井　
正　
展

会
長
代
理　
古　
屋　
伸　
幸

委

員　
宇　
野　
利　
徳

〃

　
髙　
山　
勝　
行

〃

　
中　
西　
　
　
博

委

員　
伊　
藤　
孝　
司

〃

　
音　
成　
広　
樹

〃

　
岩　
本　
靖　
幸

〃

　
蔵　
前　
文　
彦

〃

　
水　
谷　
百
合
子

〃

　
中　
河　
聖　
弘

〃

　
海　
沼　
一　
郎

事
務
局
長　
清　
原　
吉　
典

事
務
局
次
長
兼
農
地
係
長
事
務
取
扱

櫻　
井　
美　
穂

農

地

係　
松　
岡　
俊　
宏

〇
選
挙
管
理
委
員
会

委

員

長　
谷　
川　
　
　
優

職
務
代
理　
坂　
本　
規　
康

委

員　
新　
江　
宏　
文

〃

　
吉　
成　
克　
彦

補

充

員　
花　
岡　
美
智
子

〃

　
大　
平　
美
恵
子

〃

　
小　
野　
　
　
斉

〃

　
山　
本　
理
智
子

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委

員

長　
畑　
　
　
正　
男

委

員　
古　
林　
　
　
茂

〃

　
市　
川　
喜　
春

〇
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

会

長　
中　
西　
　
　
博

会
長
代
理　
水　
上　
尚　
澄

委
　

員　
森　
﨑　
龍　
郎

〃

　
杉　
山　
修　
一

〃

　
山　
本　
清　
志

〃

　
笠　
井　
三　
貴

〇
町
有
林
運
営
委
員
会

委

員

長　
笠　
井　
正　
展

副
委
員
長　
田　
丸　
利　
博

委

員　
蔵　
前　
文　
彦

〃

　
北　
野　
公　
一

〇
町
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会

委

員

長　
宮　
下　
卓　
久

委

員　
田　
中　
義　
博

〃

　
蔵　
前　
文　
彦

〃

　
中　
南　
裕　
行

〃

　
水　
谷　
百
合
子

〃

　
野　
原　
良　
子

〃

　
北　
村　
和　
子

〃

　
守　
田　
秀　
生

〃

　
畑　
　
　
正　
男

〃

　
小　
川　
雅　
昭

〃

　
山　
下　
俊　
明

〃

　
渡　
来　
正　
幸

〇
中
小
企
業
補
償
融
資
審
議
会

会

長　
小　
関　
和　
明

副

会

長　
伊　
藤　
秀　
明

委

員　
坂　
本　
規　
康

〃

　
杉　
山　
　
　
守

〃

　
山　
本　
清　
志

〃

　
大　
野　
克　
彦

〃

　
清　
原　
吉　
典

事
務
局
員　
笹　
　
　
真
大
郎

〇
農
業
振
興
資
金
融
資
審
議
会

会

長　
古　
屋　
伸　
幸

副

会

長　
岩　
本　
靖　
幸

委

員　
笠　
井　
正　
展

〃

　
田　
丸　
利　
博

委

員　
小
野
寺　
栄　
治

〇
登
録
商
標
使
用
審
議
会

会

長　
小　
関　
和　
明

副

会

長　
大　
野　
克　
彦

委

員　
田　
丸　
利　
博

〃

　
中　
南　
裕　
行

〃

　
後　
藤　
　
　
卓

〇
産
業
貢
献
者
選
考
審
議
会

会

長　
小　
関　
和　
明

副

会

長　
笠　
井　
三　
貴

委

員　
小　
川　
雅　
昭

〃

　
蔵　
前　
文　
彦

〃

　
田　
丸　
利　
博

〃

　
稲　
見　
浩　
一

〇
奨
学
資
金
審
議
会

委

員　
小　
関　
和　
明

〃

　
笠　
井　
正　
展

〃

　
桑　
原　
久　
美

〃

　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
柏　
原　
亜
希
子

〃

　
椋　
井　
　
　
功

〃

　
小
野
寺　
栄　
治

〇
社
会
教
育
委
員
会
兼
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員

委

員

長　
椋　
井　
　
　
功

副
委
員
長　
麻　
木　
澄　
子

委

員　
桑　
原　
久　
美

〃

　
番　
水　
一　
光

〃

　
稲　
見　
隆　
浩

〃

　
柏　
原　
亜
希
子

〃

　
清　
原　
　
　
覺
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委

員　
大　
平　
美
恵
子

〇
地
区
公
民
館

▽
沼
牛
地
区
館

運
営
委
員
長　
德　
重　
久
美
子

館

長　
森　
川　
達　
男

▽
政
和
地
区
館

運
営
委
員
長　
笠　
井　
政　
彦

館

長　
畑　
　
　
正　
男

▽
添
牛
内
地
区
館

運
営
委
員
長　
矢
箆
原　
政　
勝

館

長　
小　
川　
雅　
昭

▽
朱
鞠
内
地
区
館

運
営
委
員
長　
山　
下　
俊　
明

館

長　
工　
藤　
　
　
真

▽
母
子
里
地
区
館

運
営
委
員
長　
渡　
来　
美　
香

館

長　
渡　
来　
正　
幸

〇
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

委

員

長　
大　
森　
正　
明

副
委
員
長　
畑　
　
　
正　
志

委

員　
大　
平　
美
恵
子

〃

　
新　
江　
有　
希

〃

　
横　
窪　
佑　
樹

〃

　
泉　
井　
雅　
裕

〃

　
仙　
丸　
　
　
陸

〃

　
北　
村　
美　
江

〃

　
正　
木　
　
　
遥

〃

　
山　
下　
茉　
悠

〇
保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合
サ
ー
ビ

ス
推
進
会
議

議

長　
水　
上　
尚　
澄

副

議

長　
南　
谷　
幸　
夫

委

員　
井　
上　
正　
恵

〃

　
山　
下　
俊　
明

〃

　
北　
村　
和　
子

〃

　
森　
﨑　
龍　
郎

〃

　
堀　
　
　
直　
央

〃

　
大　
森　
葊　
一

〃

　
小　
林　
四　
郎

〃

　
宮　
下　
卓　
久

〃

　
番　
水　
英　
世

〃

　
岩　
本　
靖　
幸

〃

　
石　
黒　
政　
士

〃

　
大　
山　
和　
彦

〃

　
宮　
川　
惠　
秀

〃

　
松　
林　
是　
倫

〇
民
生
委
員
協
議
会

民
生・児
童
委
員　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
山　
下　
俊　
明

〃

　
北　
村　
和　
子

〃

　
近　
藤　
寿
美
子

〃

　
北　
村　
恵　
子

〃

　
山　
田　
博　
文

〃

　
藤　
野　
勝　
正

〃

　
酒　
井　
真
理
子

〃

　
野　
原　
良　
子

〃

　
花　
岡　
美
智
子

〃

　
畑　
　
　
正　
男

〃

　
宮　
原　
光　
恵

主
任
児
童
委
員　
森　
﨑　
ま
り
こ

〃

　
市　
村　
美　
希

〇
人
権
擁
護
委
員

委

員　
竹　
村　
見　
吾

〃

　
林　
　
　
ひ
ろ
み

〇
保
護
司
幌
加
内
支
部

支

部

長　
水　
上　
尚　
澄

保

護

司　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
吉　
成　
克　
彦

〃

　
木　
下　
八
代
恵

〃

　
大　
森　
正　
明

〃

　
北　
村　
貴　
智

〃

　
京　
屋　
克　
美

〇
行
政
相
談
委
員

水　
上　
尚　
澄

〇
身
体
障
害
者
相
談
員

番　
水　
英　
世

〇
知
的
障
害
者
相
談
員

岩　
本　
靖　
幸

〇
士
別
地
方
消
防
事
務
組
合

▽
幌
加
内
町
消
防
団

団

長　
寺　
崎　
嘉　
男

副

団

長　
笠　
井　
正　
展

第
一
分
団
長　
稲　
見　
隆　
浩

副
分
団
長　
村　
上　
勝　
彦

第
二
分
団
長　
大　
森　
正　
明

副
分
団
長　
渡　
来　
正　
幸

▽
消
防
署
幌
加
内
支
署

支

署

長　
石　
黒　
政　
士

主
幹
（
救
急
）
兼
救
急
係
長
事
務
取
扱　
　
　
　
　
　

有　
働　
裕　
妃

主
幹
（
庶
務
）
兼
朱
鞠
内
分
遺
所
長　

髙　
橋　
　
　
優

主
幹
（
警
防
）　
腰　
越　
真　
人

主
幹
（
予
防
）
兼
予
防
係
長
事
務
取
扱　
　
　
　
　
　

野　
原　
恵　
一

警
防
係
長　
及　
川　
竜　
平

庶
務
係
長
兼
消
防
団
係
長

　
山　
谷　
洋　
人

消
防
団
係
主
任
兼
救
急
係
主
任　

倉　
内　
陽　
平

警
防
係
主
任
兼
予
防
係
主
任

石　
川　
義　
光

庶
務
係
兼
救
急
係　
堂　
前　
良　
樹

予
防
係
兼
警
防
係　
出　
口　
晴　
基

救
急
係
兼
消
防
団
係遠　

藤　
陸　
斗

予
防
係
参
与　
横　
川　
正　
明

▽
幌
加
内
町
消
防
団
後
援
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
田　
中　
義　
博

会

計　
杉　
山　
　
　
守

理

事　
笠　
井　
政　
彦

〃

　
仙　
丸　
孝　
造

〃

　
日　
野　
　
　
昭

代
表
監
事　
中　
南　
裕　
行

監

事　
宮　
下　
卓　
久

▽
幌
加
内
町
防
火
管
理
協
会

会

長　
小
野
寺　
栄　
治

副

会

長　
髙　
金　
哲　
雄

会

計　
髙　
橋　
寿　
宜

▽
幌
加
内
ま
と
い
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
菊　
地　
忠　
行

〇
校
長
会　

会

長　
桑　
原　
久　
美

〇
町
内
学
校
長
・
教
頭

幌
加
内
小
校
長　
桑　
原　
久　
美

　

〃　
教
頭　
伊　
藤　
健　
治

朱
鞠
内
小
校
長　
工　
藤　
　
　
真

幌
加
内
中
校
長　
山　
口　
康　
一

　

〃　
教
頭　
西　
川　
博　
司

幌
加
内
高
校
長　
後　
藤　
　
　
卓

　

〃　
教
頭　
工　
藤　
大　
輔

〇
幌
加
内
町
教
育
研
究
会

会

長　
桑　
原　
久　
美

〇
社
会
福
祉
法
人
幌
加
内
町
社
会
福

祉
協
議
会

会

長　
南　
谷　
幸　
夫

副

会

長　
山　
下　
俊　
明

〃

　
宮　
下　
卓　
久

理

事　
宮　
川　
惠　
秀

〃

　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
菅　
原　
　
　
清

監

事　
中　
川　
建　
一

〃

　
麻　
木　
澄　
子

事
務
局
長　
井　
上　
正　
恵

事
務
局
員　
國　
﨑　
成　
俊

〈
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
〉

管

理

者　
井　
上　
正　
恵

介
護
員
兼
生
活
相
談
員　

宮　
田　
由　
香

介

護

員　
草　
島　
俊　
之

〃

　
西　
野　
明
日
香

〃

　
郷　
田　
真　
澄

〈
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〉

管

理

者　
井　
上　
正　
恵

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者

飯　
沼　
ひ
ろ
み

福
寿
荘
管
理
責
任
者飛　

渡　
喜
久
郎

〇
幌
加
内
町
高
齢
者
事
業
団

会

長　
大　
森　
葊　
一

副

会

長　
本　
間　
眞
喜
雄

理

事　
浦　
辻　
麗　
子

〃

　
菊　
地　
絹　
子

〃

　
加　
藤　
誠　
一

監

事　
菊　
地　
忠　
行

〃

　
赤　
松　
眞
理
子

事

務

長　
田
井
中　
雄　
二

〇
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会

長　
番　
水　
英　
世

〇
遺
族
会

会

長　
中　
川　
一　
夫

副

会

長　
松　
本　
光　
幸

〇
幌
加
内
町
共
同
募
金
委
員
会

会

長　
山　
下　
俊　
明

副

会

長　
南　
谷　
幸　
夫

〃

　
宮　
下　
卓　
久

〇
交
通
安
全
推
進
委
員
会

会

長　
細　
川　
雅　
弘

〇
交
通
安
全
指
導
員
会

会

長　
宮　
下　
卓　
久

副

会

長　
杉　
山　
　
　
守

指

導

員　
大　
森　
正　
明

〃

　
尾　
島　
広　
子

〃

　
田　
中　
義　
博

〃

　
大　
倉　
英　
行

〃

　
近　
藤　
こ
ず
え

〃

　
番　
田　
幸　
子

〃

　
竹　
村　
加
代
子
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〇
交
通
安
全
協
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
木　
下　
敏　
夫

〃

　
谷　
川　
　
　
優

〇
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ

会

長　
稲　
見　
隆　
浩

〇
町
内
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

幌
加
内
小　
稲　
見　
隆　
浩

朱
鞠
内
小　
近　
藤　
芽
依
子

幌
加
内
中　
伊　
藤　
宗　
徳

幌
加
内
高
校　
加　
藤　
克　
広

〇
ス
ポ
ー
ツ
協
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
番　
田　
幸　
子

〃

　
椋　
井　
　
　
功

〇
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本

部

長　
番　
水　
一　
光

〇
文
化
連
盟

会

長　
内　
海　
千　
樫

副

会

長　
麻　
木　
澄　
子

〃

　
北　
村　
和　
子

〇
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会

長　
小　
林　
四　
郎

副

会

長　
山　
下　
俊　
明

理

事　
関　
口　
　
　
誠

〃

　
笠　
井　
政　
彦

〃

　
日　
野　
　
　
昭

〇
自
衛
隊
協
力
会

会

長　
細　
川　
雅　
弘

副

会

長　
宮　
下　
卓　
久

〃

　
小　
川　
雅　
昭

〇
自
衛
隊
募
集
相
談
員

相

談

員　
中　
村　
雅　
義

〃

　
福　
田　
　
　
裕

〇
北
方
領
土
返
還
協
力
員

　
山　
内　
和　
美

〇
幌
加
内
北
地
区
農
地
整
備
事
業
促

進
期
成
会

会

長　
笠　
井　
正　
展

副

会

長　
宮　
原　
克　
弘

〇
道
道
旭
川
幌
加
内
線
道
路
整
備
促

進
期
成
会

会　
長
（
町
長
）　
細　
川　
雅　
弘　

副
会
長
（
旭
川
市
長
）

今　
津　
寛　
介

副
会
長
（
鷹
栖
町
長
）

谷　
　
　
寿　
男

〇
幌
加
内
土
地
改
良
区

理

事

長　
稲　
見　
浩　
一

理
事
長
代
理　
古　
林　
　
　
茂

理

事　
篠　
原　
　
　
剛

〃

　
谷　
岡　
正　
則

〃

　
南　
谷　
秀　
明

〃

　
宇　
野　
利　
徳

総
括
監
事　
蔵　
前　
文　
彦

監

事　
中　
川　
一　
美

総
務
課
長　
本　
家　
　
　
徹

総
務
係
長
兼
会
計
係
長

帯　
川　
さ
つ
き

技
術
課
長　
髙　
橋　
一　
之

技
術
係
長　
堂　
田　
賢　
一

〇
幌
加
内
町
土
地
改
良
事
業
推
進
協

議
会

事
務
局
長　
髙　
橋　
一　
之

事
務
局
次
長
兼
土
地
改
良
第
１
係
長

（
髙　
橋　
一　
之
）

事
業
課
長　
山　
田　
英　
樹

土
地
改
良
第
２
係
長堂　

田　
賢　
一

会
計
係
長　
帯　
川　
さ
つ
き

〇
き
た
そ
ら
ち
農
業
協
同
組
合

　
（
幌
加
内
支
所
分
）

地
区
代
表
理
事　
田　
丸　
利　
博

地
区
理
事　
岩　
本　
靖　
幸

支

所

長　
小
野
寺　
栄　
治

金
融
共
済
課
長　
渡　
辺　
拓　
也

金
融
共
済
課
主
査　
滝　
谷　
佳　
子

営
農
課
長　
前　
田　
真
作
之

営
農
課
考
査
役　
小　
野　
　
　
斉

営
農
課
主
査　
岩　
本　
貴
誉
恵

〃

　
中　
原　
　
　
淳

資
材
課
長　
前　
野　
尚　
弘

農
機
自
動
車
整
備
工
場
工
場
長

宮　
田　
光　
利

農
機
自
動
車
整
備
工
場
調
査
役

松　
本　
好　
人

幌
加
内
給
油
所
長　
大　
井　
直　
幸

〇
幌
加
内
町
商
工
会

会

長　
小　
関　
和　
明

副

会

長　
伊　
藤　
秀　
明

〃

　
坂　
本　
規　
康

理

事　
山　
本　
清　
志

〃

　
阿　
部　
勝　
次

〃

　
佐　
藤　
重　
夫

〃

　
川　
嶋　
康　
義

〃

　
山　
田　
博　
文

〃

　
伊　
藤　
達　
也

〃

　
坂　
本　
智　
美

監

事　
新　
江　
宏　
文

〃

　
小　
関　
義　
明

事
務
局
長　
竹　
谷　
浩　
昌

経
営
指
導
員　
笹　
　
　
真
大
郎

補

助

員　
髙　
橋　
寿　
宜

観
光
係
長　
古　
屋　
大　
輔

〇
朱
鞠
内
湖
淡
水
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長　
中　
南　
裕　
行

組
合
長
代
理　
中　
野　
信　
之

理

事　
稲　
見　
隆　
浩

〃

　
前　
田　
真
作
之

〃

　
秋　
葉　
健　
司

代
表
監
事　
松　
本　
定　
幸

監

事　
田　
中　
義　
博

〇
幌
加
内
町
観
光
協
会

会

長　
中　
南　
裕　
行

副

会

長　
黒　
田　
綾　
子

〃

　
小　
関　
義　
明

理

事　
谷　
川　
　
　
優

〃

　
中　
野　
信　
之

〃

　
阿　
部　
勝　
次

〃

　
井　
上　
憲　
明

〃

　
山　
本　
清　
志

〃

　
京　
屋　
克　
美

理

事　
北　
村　
え　
み

監

事　
川　
原　
　
　
誠

事
務
局
長　
竹　
谷　
浩　
昌

観
光
係
長　
古　
屋　
大　
輔

〇
森
林
愛
護
組
合
連
合
会

会

長　
細　
川　
雅　
弘

副

会

長　
宮　
下　
卓　
久

〃

　
山　
下　
俊　
明

〇
連
合
北
海
道
幌
加
内
地
区
連
合

会

長　
松　
田　
　
　
章

副

会

長　
仙　
波　
喜　
之

〇
税
経
対
策
協
議
会

会

長　
谷　
岡　
正　
則

副

会

長　
蔵　
前　
文　
彦

事
務
局
長　
畑　
　
　
正　
志

事
務
局
次
長　
藤　
井　
　
　
祐

〃

　
中　
川　
祐　
哉

監

事　
南　
谷　
秀　
明

〃

　
北　
村　
利　
樹

〇
農
業
者
年
金
協
議
会

会

長　
笠　
井　
正　
展

〇
士
別
警
察
署

幌
加
内
駐
在
所　
上　
野　
英　
樹

朱
鞠
内
駐
在
所　
岩　
木　
槙　
志

〇
空
知
森
林
管
理
署
北
空
知
支
署

支

署

長　
佐
々
木　
　
　
貢

〇
北
海
道
大
学
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー

ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
雨
龍
研
究
林

林

長　
小　
林　
　
　
真

〇
郵
便
局

幌
加
内
郵
便
局
長　
川　
原　
　
　
誠

朱
鞠
内
郵
便
局
長　
田　
中　
義　
博

〇
北
空
知
信
用
金
庫

幌
加
内
支
店
長　
加　
藤　
雄　
三

〇
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
林　
　
　
勝　
三

〃

　
福　
田　
　
　
裕

　
〇
幌
加
内
町
建
設
業
協
会

会

長　
三
津
橋　
　
　
央

副

会

長　
関　
口　
永　
悟

事
務
局
長　
神　
田　
一　
幸

〇
役
場

▽
総
務
課

課

長　
中　
河　
滋　
登

Ｄ
Ｘ
会
議
補
佐
官　
岩　
本　
高　
佳

主

幹　
椿　
　
　
英　
万

主
幹
兼
危
機
対
策
係
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
伊　
藤　
宗　
徳

総
務
係
長　
丹　
波　
　
　
洋

財
務
係
長　
飯　
沼　
剛　
史

財
務
係
主
査
兼
危
機
対
策
係
兼
出
納
係

　
　
川
内
谷　
晋　
吾

財
務
係
主
査
兼
危
機
対
策
係
兼
出
納
係　
　

梅　
津　
孔　
希

危
機
対
策
係
兼
出
納
係

　
　
　
　
　
　
遠　
藤　
音　
弥

▽
出
納
室

会
計
管
理
者　
岩　
本　
美
佐
江
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副

主

幹　
岡　
田　
由　
美

▽
朱
鞠
内
支
所

支

所

長　
三　
上　
賢　
逸

専
門
員
（
再
任
用
）　
竹　
脇　
　
　
剛

▽
地
域
振
興
室

室

長　
新　
江　
和　
夫

主
幹
兼
ふ
る
さ
と
納
税
係
長
事
務
取
扱

堀　
川　
剛　
史

副
主
幹
兼
企
画
振
興
係
長
兼
ふ
る
さ

と
納
税
係　
　
　
菊　
地　
　
　
宏

ふ
る
さ
と
納
税
係
兼
企
画
振
興
係

　
　
　
　
大　
家　
　
　
優

▽
産
業
課

課
長
兼
そ
ば
加
工
施
設
整
備
支
援
室
長

　
清　
原　
吉　
典

主
幹
兼
経
済
観
光
係
長
事
務
取
扱
兼

そ
ば
加
工
施
設
整
備
支
援
室
参
事

  　
　
　
山　
本　
め
ぐ
み

主
幹
兼
地
籍
係
長
事
務
取
扱
（
併
）

  　
　
　
櫻　
井　
美　
穂

産
業
課
付
（
土
地
改
良
区
派
遣
）

  　
　
　
山　
田　
英　
樹

そ
ば
加
工
施
設
整
備
支
援
室
参
事（
兼
）

  　
　
　
藤　
田　
夏　
樹

農
政
係
長
兼
そ
ば
加
工
施
設
整
備
支

援
室
係
長　
　
　
野　
村　
道　
宏

農
林
振
興
係
長
兼
経
済
観
光
係

  　
　
　
西　
山　
慎　
也

農
林
振
興
係
兼
農
政
係

  　
　
　
小　
林　
大　
輝

経
済
観
光
係
兼
農
林
振
興
係

  　
　
　
宮　
田　
晃　
佑

地
籍
係
（
併
）　
松　
岡　
俊　
宏

農
政
係
兼
農
林
振
興
係
兼
経
済
観
光
係

  　
　
　
渋　
谷　
孝
太
郎

▽
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）　清　

原　
吉　
典

セ
ン
タ
ー
次
長
（
会
年
職
）　

吉　
田　
　
　
均

セ
ン
タ
ー
事
務
長
（
兼
）

　
山　
本　
め
ぐ
み

▽
建
設
課

課
長
兼
雨
竜
ダ
ム
再
生
事
業
担
当
参
事　
　
　
　
　
　

宮　
田　
直　
樹

主
幹
兼
上
下
水
道
係
長
事
務
取
扱
兼

土
木
維
持
係
長
事
務
取
扱（
技
術
長
）　　
　

髙　
田　
英　
樹

主
幹
兼
建
築
住
宅
係
長
事
務
取
扱
兼

雨
竜
ダ
ム
再
生
事
業
担
当
主
幹

藤　
田　
夏　
樹

建
築
住
宅
係
主
査
兼
土
木
維
持
係

　
荒　
　
　
洸　
佑

上
下
水
道
係　
塩　
地　
勇　
斗

建
築
住
宅
係
兼
上
下
水
道
係

　
長　
野　
遼
太
郎

▽
除
雪
セ
ン
タ
ー

所
長
（
兼
）　
宮　
田　
直　
樹

管
理
係
長
兼
車
両
係
長

　
佐　
藤　
　
　
淳

▽
住
民
課

課

長　
山　
本　
久　
稔

主

幹　
三　
浦　
依
理
子

副
主
幹
兼
税
務
係
長

　

加　
藤　
美　
幸

環
境
衛
生
係
長　
渡　
邉　
義　
夫

住
民
係
長
兼
税
務
係
兼
環
境
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
大　
家　
　
　
絢

税
務
係
主
査
兼
住
民
係
兼
環
境
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
岡　
久　
貢　
太

住
民
係
兼
税
務
係
兼
環
境
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
伊　
藤　
慎　
一

▽
保
健
福
祉
課

課

長　
加　
藤　
誠　
一

主

幹　
伊　
藤　
理　
加

〃

　
北　
村　
康　
栄

副

主

幹　
小　
本　
　
　
剛

副
主
幹
兼
介
護
保
険
係
長
兼
し
あ
わ

せ
福
祉
係　
　
　
高　
木　
敏　
光

す
こ
や
か
保
健
係
長宮　

内　
智　
子

し
あ
わ
せ
福
祉
係
長
兼
す
こ
や
か
保

健
係　
　
　
　
　
佐　
藤　
雪　
枝

あ
ん
し
ん
介
護
係
長
兼
す
こ
や
か
保

健
係　
　
　
　
　
寺　
林　
和　
哉

す
こ
や
か
保
健
係
主
査

上　
西　
由
加
子

し
あ
わ
せ
福
祉
係　
川　
本　
理　
彩

▽
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）森　

﨑　
龍　
郎

事
務
長
（
兼
）　
加　
藤　
誠　
一

事
務
次
長
（
兼
）　
伊　
藤　
理　
加

〃

　
北　
村　
康　
栄

〇
教
育
委
員
会

教
育
次
長
兼
山
村
留
学
推
進
室
室
長

　
安　
藝　
　
　
修

主
幹
兼
社
会
教
育
係
長
事
務
取
扱　

加　
藤　
洋　
恵

山
村
留
学
推
進
室
参
事
（
兼
）

新　
江　
和　
夫

副
主
幹
兼
学
校
教
育
係
長
兼
山
村
留

学
推
進
室
係
長　
相　
澤　
雅　
彦

学
校
教
育
係
主
査
兼
社
会
教
育
係
兼

山
村
留
学
推
進
室
主
査　

猪　
谷　
祐　
介

社
会
教
育
係
兼
学
校
教
育
係

中　
村　
俊　
太

高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

橋　
本　
暁　
人

生
涯
学
習
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

清　
水　
孝　
徳

▽
幌
加
内
高
等
学
校

事

務

長　
塚　
田　
裕　
紀

〇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
（
兼
）　
安　
藝　
　
　
修

業
務
係
長　
佐　
藤　
和　
俊

業
務
係
（
兼
）　
猪　
谷　
祐　
介

栄
養
士
（
栄
養
教
諭
）

吉　
光　
郁　
佳

〇
幌
加
内
診
療
所

所

長　
森　
﨑　
龍　
郎

事
務
長
兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱

　
内　
山　
　
　
渉

医
事
係
長　
金　
森　
愛　
華

准
看
護
師　
畠　
山　
　
　
泉

理
学
療
法
士
（
兼
）

　
小　
本　
　
　
剛

〇
朱
鞠
内
診
療
所

所

長　
大　
山　
和　
彦

〇
町
立
歯
科
診
療
所

医

師　
堀　
　
　
直　
央

7 2025.1月　｜広報ほろかない　



新年の抱負は「挑戦」、何事もまず
はやってみよう精神で挑戦していき
ます。1～3月は冬の観光案内所運
営をメインに、観光PRやワークシ
ョップを行いますので、是非お立ち
寄りください。

佐々木　仁美　隊員

令和４年４月着任
観光協会での活動がメインで
造形作家としての側面も持つ。

今年は一言に「定着」につきます。
協力隊は最長３年間という時間があ
りますが、この１年が最後の活動期間
かもしれないと考えつつ、ひとりの移
住者として協力隊という肩書が無くと
も定着する方法を模索していきます。

中井　正幸　隊員

令和６年３月着任
お試し住宅の運営、移住相談
窓口の業務を担当。

私がテルケアに入職してから１度目の新
しい年を迎えることができました。皆様
にご迷惑をおかけすることもあると思
いますが、初心を忘れずたくさんの笑
顔を引き出してより良い元気な年を過ご
せるよう努力していきたいと思います。

高　慧倫　隊員

令和６年４月着任
特別養護老人ホームテルケア
にて勤務。

地域おこし協力隊として３年目の最
後の一年となります。今までの業務
上や性格上からも皆さまの目には触
れにくいことになるかもしれません
が、何かしら形になるものを残してい
けるように頑張りたいと思います。

向井　晋平　隊員

令和５年４月着任
加工センターとルオントでの業
務に携わる。

今年の抱負はもっとたくさんの人々に
幌加内町の事を知ってもらう為に
SNSでの発信をさらに強化したいと
考えています。これから本格的な冬の
シーズン。どんなシーンを撮影して発
信していこうかワクワクしています。

高橋　英樹　隊員

令和６年７月着任
『広報ほろかない』の取材撮影、
町公式SNSの発信を担当。

地域おこし協力隊の
隊員に聞いてみた

2025年の抱負2025年の抱負

コウ ケイリン
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令和６年度「税を考える週間」書道展
　令和６年度「税を考える週間」書道展が 11月 15日（金）～ 29日（金）まで生涯学習センターのホー
ルで展示され、書道展入賞者の表彰式は 11月 26日（火）に各小中学校で行われました。

Chec
k！

双葉保育園お遊戯会
　12月 7日（土）、双葉保育園のお遊戯会が開催されました。
　園児たちは、歌や演劇、ダンスなど元気いっぱいに発表を行
い、保護者や来賓の方々へ成長した姿を披露しました。園児一
人一人がとても輝く素敵なお遊戯会となりました。

Chec
k！
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書道展入賞者
○小学３年生の部
金賞 卯

う
　沢

ざわ
　眞

ま
　子

こ （幌加内小学校）

銀賞 飯
いい

　沼
ぬま

　　　渚
なぎさ （幌加内小学校）

銅賞 黒
くろ

　田
だ

　蓮
は

　月
づき （幌加内小学校）

○小学４年生の部
金賞 飯

いい
　沼

ぬま
　　　翼

つばさ （幌加内小学校）

銀賞 海
かい

沼
ぬま

　 華
はな （幌加内小学校）

銅賞 西
にし

野
の

瑠
る

奈
な （幌加内小学校）

○小学５年生の部
金賞 伊

い
藤
とう

嘉
か

音
のん （幌加内小学校）

銀賞 菅
すが

原
わら

凱
かい

斗
と （幌加内小学校）

銅賞 市
いち

村
むら

和
あい

子
こ （幌加内小学校）

○小学６年生の部
金賞 畑

はた
　　　茉

ま
　歩

ほ （幌加内小学校）

銀賞 小
お

川
がわ

弥
ひさ

哉
や （朱鞠内小学校）

銅賞 仙
せん

丸
まる

和
わ

空
く （朱鞠内小学校）

○中学生の部
金賞 森

もり
　﨑

さき
　優

ゆ
美
み

子
こ （幌加内中学校　３年）

銀賞 相
あい

澤
ざわ

寧
ね

々
ね （幌加内中学校　３年）

銅賞 大
おお

平
ひら

咲
さ

葵
き （幌加内中学校　３年）



しめ縄つくり体験をしたよ！
　12月1日（日）、生涯学習センターでわくわく体験教室『しめ縄つくり』が開催されました。集まった子供
たちは丁寧な指導のもと、真剣な表情で束ねた藁を編んでいき、最初はやや苦戦気味でしたがコツをつかむ
につれてどんどん上手になっていました。輪の形になったら、次は飾り
付けを行い、それぞれオリジナリティあふれるしめ縄が完成しました。
おうちに飾って、良い新年を迎えてくださいね！

Chec
k！

第33回町民ミニバレー大会が開催されました
　11月 17日（日）、幌加内町ミニバレー協会主催の町民ミニバレー大会が開催されました。今年で 33
回目を迎えた町民ミニバレー大会には、学生の部５チーム、女性の部３チーム、一般の部８チームが参加
し、予選リーグから決勝トーナメントまで熱い試合が繰り広げられました。

Chec
k！
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学生の部（小学生）
優　勝 チームゆきだるま

準優勝 スーパーヒーロー

学生の部（中学生）
優　勝 チームグリグリ

準優勝 市村 Japan

3　位 いち億円のマヨネーズ

一般の部
優　勝 ほろみん

準優勝 大福

3　位 ソバミン

4　位 青年部 B

5　位 青年部 A

〃 わかさぎ

〃 幌加内役場

〃 イチムラ ミート女性の部

優　勝
昔も今もこれからも
ずっと美女

準優勝 エプロンズ

3　位 チーム２世代



インフォメーションインフォメーション informationinformation

　令和７年４月から、双葉保育園若しくはみゆき保育所に入所を希望する園児を募集致します。
　新規で入所を希望される場合は保健福祉総合センター「アルク」しあわせ福祉係までご連絡ください。後日、
入所申込に必要な書類一式を郵送いたしますので、必要事項を記入のうえ、期日までに提出してください。
　また、現在双葉保育園若しくはみゆき保育所に入所されている園児が、継続して入所する場合には
1月中旬頃、対象者に対して必要書類を郵送いたしますので、忘れずに提出してください。
　　なお、保育の要件に該当しないと判断される場合は、入所が認められないことがありますのでご了承く
ださい。

■申込期限
　令和7年２月17日（月)　まで

■申込場所
　現在入所中で継続する場合・・・双葉保育園若しくはみゆき保育所
　新たに入所を希望する場合・・・保健福祉課しあわせ福祉係

【お問い合わせ先】
　保健福祉総合センター「アルク」　
　保健福祉課　しあわせ福祉係　☎35-3090

双葉保育園、みゆき保育所の入所募集について双葉保育園、みゆき保育所の入所募集について

　令和7年2月1日を基準日として、「2025
年農林業センサス調査」を実施します。
　この調査は、統計法（国の統計に関す
る基本的な法律）に基づいて5年ごとに
実施しており、全国の農林業経営体を対
象とした農林業の実態に関する調査であ
り、国が実施する統計調査のうち特に重
要な調査ですので、趣旨をご理解いただ
き、調査へのご協力をお願いします。

■調査基準日：令和7年2月1日（土）

■調査期間：令和7年1月～令和7年2月

■調査の対象
　農業・林業を営むすべての方が対象と
なります。

■調査の方法
　調査員が調査対象者を訪問・面談し、
調査票を配布することにより行います。
調査票の提出は調査員に提出、オンライ
ン回答などがあります。

■調査事項
　経営している農業の種類、農業・林業
の労働力、経営耕地、保有山林、農産物・
林産物の販売額など

2025年農林業センサス調査のご協力をお願いします2025年農林業センサス調査のご協力をお願いします

11 2025.1月　｜広報ほろかない　



インフォメーションインフォメーション informationinformation

○放送大学は、４月入学生を募集しています。
○10代から90代の幅広い世代、約８万５千人の学生が、大学

を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な目的で学ん
でいます。

○テレビで授業を行っているだけでなく、学生はその授業をイ
ンターネットで好きなときに受講することもできます。

○心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学など、約
300の幅広い授業科目があり、1科目から学ぶことができます。

○卒業すれば学士の学位を取得できます。
○放送授業1科目の授業料は1万２千円(入学金は別)。半年ご

とに学ぶ科目分だけの授業料を払うシステムです。

○半年だけ在学することも可能です。
○全国にミニキャンパスと言える学習セン

ター・サテライトスペースが設置されて
おり、サークル活動などの学生の交流も
行われています。

○資料を無料で差し上げています。お気軽
に放送大学旭川サテライトスペース

　（☎0166-22-2627）までご請求下さい。
○出願期間は、第1回は２月28日まで、第2

回は３月11日まで。

放送大学　入学生募集のお知らせ放送大学　入学生募集のお知らせ

■幌加内土建株式会社
　雨竜郡幌加内町字幌加内318番地
　☎0165-35-2344（塚田　隆）
★土木管理職員
内容／土木工事の施工、管理、補助
勤務／夏：午前7時00分から午後5時00分

冬：午前8時00分から午後4時00分
給与／ 200,000円～ 330,000円

★重機運転手
内容／ショベル等作業機械の運転
勤務／夏：午前7時00分から午後5時00分

冬：午前8時00分から午後4時00分
給与／ 180,000円～ 300,000円
臨時職員／時給1,900円～ 2,500円

★土木作業員
内容／土木工事・道路河川維持作業
勤務／夏：午前7時00分から午後5時00分

冬：午前8時00分から午後4時00分
給与／ 180,000円～ 300,000円
臨時職員／時給1,900円～ 2,500円

★冬期雪下ろし
内容／公共施設や個人住宅の屋根雪下ろし
勤務／冬：午前8時00分から午後4時00分
臨時職員／時給1,900円～ 2,500円

■三橋建設株式会社
　☎37-2227（道添　良則）
★土木等管理職員
内容／土木、建築工事の施工管理
勤務／午前8時00分から午後5時30分
給与／ 163,000円～ 393,000円※年齢、経験による

★土木等作業員
内容／土木、建築、道路維持作業員（除雪車運転業務）
勤務／夏期：午前7時30分～午後4時30分
　　　冬期：午前4時00分～午後12時45分
給与／ 200,000円～ 280,000円※年齢、経験による

★建設事務員
内容／建設事務
勤務／午前8時00分～午後5時00分
給与／ 168,000円～ 200,000円※年齢、経験による

★清掃事務員
内容／事務所、休憩室等の清掃業務
勤務／週2 ～ 3回程度（勤労者の希望による）
パートタイム／時給1,050円

■株式会社ほろかない振興公社
　☎37-2070（京屋　克美）
★調理員
内容／せいわ温泉ルオントでの調理全般（そば打ち含む）
勤務／午前8時30分～午後8時00分の間の８時間（シフト制）
給与／ 175,100円～ 230,000円

■社会福祉法人　幌加内町社会福祉協議会
　☎36-2510（井上　正恵）
★厨房調理員
内容／福祉寮等居住者への食事提供
勤務／シフト制（7：00 ～ 8：00、9：30 ～ 13：00、

14：00 ～ 17：00）
給与／時給1,010円

■社会福祉法人寿光会　地域密着型特別養護老人ホーム　テルケア
　☎36-2336（本家　春佳）
★看護・介護
内容／看護師、准看護師、介護福祉士※介護については資格

を問わない
勤務／職種による
給与／職種による※経験年数による考慮算定あり（正社員/

パート）

■幌加内町役場
　☎35-2121（総務課・地域振興室）
★土木正職員（総務課）
内容／道路の設計・監督等
勤務／午前8時30分～午後5時15分
給与／給与条例に基づき支給※採用前の経歴などを考慮して決定

★地域おこし協力隊（地域振興室）
内容／①サテライトオフィスコンシェルジュ
　　　②生活道路コンシェルジュ
　　　③幌加内高等学校魅力化コーディネーター
　　　④幌加内高等学校寄宿舎ハウスマスター
勤務／①、②午前8時30分～午後4時45分
　　　③午前8時15分～午後4時45分
　　　④1日7時間15分勤務（フレックスタイム制）
給与／ 220,000円以内

上記求人に関する詳細については、QRコードよりご確認
ください。

… 求人募集 … 求人募集情報につきまして、詳しくは事業所へ確認をお願い
いたします。

求人掲載に関するお問い合わせ
地域振興室 企画振興係　☎ 35-2121

町HP求人情報
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【お問い合わせ先】
住民税に関すること・・・　住民課　税務係 ☎35-2124（内線156・157）
所得税に関すること・・・　深川税務署　　 ☎0164-23-2191

住民税・確定申告の受付期間は、令和７年2月17日（月）住民税・確定申告の受付期間は、令和７年2月17日（月）
から令和７年3月1７日（月）までです。（土日祝除く）から令和７年3月1７日（月）までです。（土日祝除く）

　令和７年1月１日現在、幌加内町に住んでいる方は、住民税の申告または確定申告により、令和６年中の
所得を申告していただくことになっています。
　　申告をされないと、所得証明が発行されない場合や、国民健康保険税の軽減制度が適用されない場合
がありますので、忘れずに申告してください。

□確定申告（所得税の申告・還付申告）が必要な方
●サラリーマンで給与の年収が２千万円を超える方　　●給与以外の所得金額が年間２０万円を超える方
●２ヶ所以上から給与を受けている方　　●事業をしている方、地代や家賃収入（不動産収入）のある方
●土地や建物（不動産）を売った方　　●給与所得者で、年の途中で退職された方
●医療費控除の対象となる医療費の支払いがある方
※医療費控除受ける方（令和6年中に支払った医療費から、保険金等で補填される金額を差引いた残高が

10万円以上、又は所得の５％以上である場合）
●医療費控除の特例（セルフメディケーション税制）の対象となるスイッチOTC医薬品の購入対価を支払った方
  ※医療費控除の特例を受ける方（令和６年）中に支払ったその対価の合計額が１万２千円を超える場合）

□住民税の申告が必要な方
●令和７年１月１日現在、幌加内町に住民登録されている方
　※ただし、次の項目に該当する方は必要ありません
　　①　確定申告をしている方
　　②　事業所等からの給与支払報告書が提出され、年末調整をした給与以外に所得のない方

□住民税申告、確定申告（所得税の申告・還付申告）に必要なもの
●マイナンバーカード等、（印鑑、経費等の内訳書、源泉徴収票、医療費控除明細書・・・他）

□住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年住民税の申告が必要となります！

税務署からのお知らせ
自宅からスマホとマイナンバーカードを利用した e-Tax での申告が便利です！
　令和６年分の確定申告は、スマホとマイナンバーカードを利用して、ご自宅から申告できるe-Tax
をご利用ください。すでに約７割の方が、e-Taxで申告しています。
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」（https://www.keisan.nta.go.jp/）では、画
面の案内に沿って金額等を入力するだけで、自動計算で確定申告書を作成することができ、計算誤り
がありません。また、作成した確定申告書は、そのままe-Taxで送信できます。令和７年１月からは、
所得税のすべての画面がスマホでも操作しやすくなり、スマホ申告がますます便利になっています。
　さらに、マイナポータルと連携すれば、給与等の収入に関する情報や、医療費、ふるさと納税等の控除に
関する情報を一括取得し、確定申告書の該当項目に自動入力することができ、確定申告書の作成がより便
利になります。マイナポータル連携の詳細や確定申告に関する情報については、国税庁ホームページ「確定
申告特集」（https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/shinkoku/tokushu/index.htm）をご覧ください。

「書かない確定申告 マイナンバーカードでe-Tax」
（https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/shinkoku/r6_smart_shinkoku/pdf/01.pdf）

「確定申告書はマイナポータル連携で自動入力」
（https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/shinkoku/r6_smart_shinkoku/pdf/02.pdf）
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　上川・留萌地方での大雪といえば、湿った重い雪
が広範囲に降る「低気圧型」と季節風の風向きに沿っ
て雪雲が集中する「季節風型」があります。12月
から１月にかけての今の時期は、低気圧の接近・通
過時は「低気圧型」、通過した後は「季節風型」と、
両者の影響を受けやすいため年間を通して最も降雪
量が多くなります。
　大雪に伴う災害は、道路の通行止めや公共交通機
関の運休や遅延、電線や樹木などに雪が積もること
での電線の切断による停電、雪の重みによる家屋の
損壊や倒壊など、日常生活に密接に関係します。ま
た、そのときの積雪深や前回の大雪からの経過時間、
除雪状況等、様々な要因でその地域での社会的な影
響度合いが大きくなるという特徴もあります。
　気象台では、大雪による災害が心配される場合、
早ければ５日前から早期注意情報（警報級の可能性）
を発表して皆様へ大雪への心構えを呼び掛けます。
そして、今後予想される降雪量や確度に応じて段階
的に大雪注意報や大雪警報を発表して、災害への注

意喚起を行います。気象庁ホームページでは、「警
報・注意報」により市町村単位での注意警戒期間（い
つからいつまで）を、「今後の雪」では、各地域の
積雪の状況や６時間先までの降雪量の予想（どこで
どれだけ）を、細かく確認することができますので、
是非ご利用ください。

【お問い合わせ】
　旭川地方気象台　☎0166-32-7102
　旭川地方気象台ホームページアドレス
　https://www.data. jma.go. jp/
asahikawa/index.html

　気象庁ホームページ「警報・注意報」
　https://www.jma.go.jp/bosai/
warning/#area_type=offices&area_
code=012000&lang=ja

　気象庁ホームページ「今後の雪」
　https://www.jma.go.jp/bosai/
snow/

シーズン到来、大雪への備えをシーズン到来、大雪への備えを

◆「北海道苦情審査委員」制度とは、道の機関が行った業務に関する苦情を、皆さんに代わって、苦情審査
委員が公平で中立な立場から審査する制度です。

◆皆さん自身の利害に関する苦情であれば苦情審査委員に申立てができます。
◆審査の結果、道の業務に不備な点や制度に問題があるときは、道の機関に是正や改善を求めます。
◆各窓口では、申請書様式やリーフレットをご用意しています。また、北海道公式ホームページで申請書様

式のほか申立方法等の詳細についても掲載しています。
◆申立書は窓口へ持参するほか、郵送、ファックス、メールでも受け

付けています。個人情報の保護にも十分配慮します。
※電話や匿名での申立ては受け付けておりません。

【窓口】
　北海道総合政策部知事室道政相談センター
　〒060-8588　札幌市中央区北3条西6丁目
　☎011-204-5523（直通）　FAX：011-241-8181　メール：kujyou.koueki@pref.hokkaido.lg.jp

　上川総合振興局総務課
　〒079-8610　旭川市永山6条19丁目　☎0166-46-5902　FAX：0166-46-5201

　北海道の苦情審査に関するホームページ
　https://www.oref.hokkaido.lg.jp/ss/dsc/kujyou-mousitate.hml

北海道苦情審査委員制度のご案内北海道苦情審査委員制度のご案内
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士別警察署かわら版

士別警察署　㈹23－0110
問い合わせは士別警察署まで。

○　雪による事故の防止
　　慣れた雪かき　危険がいっぱい

⑴早めの氷雪下ろしを
　例年、屋根からの氷雪の落下により、下敷きになるなどの事故が発生して

います。
　氷雪が屋根からせり出している軒下などは、危険ですので近づかないよう

にしましょう。
　また、氷雪は早めに下ろして、落氷雪による事故を防止しましょう。
⑵雪下ろし作業は複数で行い安全確保
　例年、屋根の雪下ろし中に、ハシゴや屋根から転落する事故も発生しています。
　作業するときは、補助者を置くなど複数で行うとともに、転落防止や万一に備え、万全の措置を講じ、

自身の安全を確保しましょう。
⑶除雪機に注意
　例年、除雪機による除雪作業中に、衣類を巻き込まれたり、下敷きになる

などの事故も発生しています。
　除雪作業時は、作業に適した服装を着用し、エンジンを掛けたまま雪詰ま

りを取り除くな　どの作業は絶対にやめましょう。

2025年1月 イベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
【入浴】18:00 まで
【そばの里】昼のみ

夜の部休業

【入浴】18:00 まで
【そばの里】昼のみ

夜の部休業

【入浴】18:00 まで
【そばの里】昼のみ

夜の部休業

十割そばフェア
 レディース Day

（スタンプ２倍）

5 6 7 8 9 10 11
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア

定休日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

 ファミリー Day
（スタンプ２倍）

 誰でも Day
（スタンプ２倍）

 レディース Day
（スタンプ２倍）

12 13 成人の日 14 15 16 17 18
十割そばフェア 十割そばフェア 平日ランチフェア

定休日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

 ファミリー Day
（スタンプ２倍）

 誰でも Day
（スタンプ２倍）

 レディース Day
（スタンプ２倍）

19 20 21 22 23 24 25
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア

定休日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

 ファミリー Day
（スタンプ２倍）

 誰でも Day
（スタンプ２倍）

 レディース Day
（スタンプ２倍）

26 27 28 29 30 31
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア

定休日
平日ランチフェア 平日ランチフェア

 ファミリー Day
（スタンプ２倍）

 ルオント Day
（スタンプ 5 倍）

ルオント公式 HP スタンプDAY内容:
◎ファミリーDAY：家族全員　◎レディースDAY：女性全員 ◎誰でもDAY/ルオントDAY：入浴者全員
※他のスタンプDAYおよび割引、サービスとの併用不可　※スタンプの押印は有料入館者に限る　
◎入浴料金：大人￥500、小学生￥250、未就学児無料　　館内禁煙　　Wi-Fi・足湯（無料）
※イベント、お知らせ、記載内容については予告なく変更する場合がございます。予めご了承願います。

【ルオントからのお知らせ】
冬季営業時間の変更
12 月～ 3 月
〇蕎麦ダイニング「そばの里」
　夜の部 17：00 ～ 20：00
　　　　（19：30 L.O）
-------------------------------------------
そばの里ランチフェア
1日20食限定・昼の部のみ

【平日】
HP、SNS でお知らせ

【土日祝】　
雪蔵十割蕎麦　￥900（税込）

-------------------------------------------
ルオント無料送迎バス
３日は運休
-------------------------------------------
せいわ温泉ルオント
電話：0165-37-2070
10：00~21：00 水曜定休
-------------------------------------------

1 月 11 日（土）から冬の観光案内所オープン
（幌加内町物産館内）
10：00 ～16：00　月・火曜定休日
幌加内町の冬の観光案内をおこなっております
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※クーポンは切り取り、
　ご提示ください。
※他スタンプDay及び割引、
　サービスとの使用不可

道の駅クーポン

せいわ温泉
ルオント入浴料
大人 100円引き100円引き
小人 50円引き50円引き
スタンプ2倍スタンプ2倍

■2025年2月末迄
■何度でも利用可

さらに！

令和６年　幌加内町の主なできごと
１月
１日　スキー場町民開放
７日　二十歳を祝う会、
８日　幌加内消防「出初式」 写真①
　　　朱鞠内湖漁協安全祈願祭
16日　地域行政連絡員会議
18日　第１回幌加内町議会臨時会

２月
17日　天使のささやきを聞く集い
18日　雪中バレーボール大会
26日　幌加内町農業関連試験研究報告会

３月
１日　幌加内高等学校～卒業式～
５日～12日　第1回幌加内町議会定例会
８日～12日　予算審査特別委員会
12日　幌加内中学校～卒業式～
19日　幌加内小学校～卒業式～
　　　朱鞠内小学校～卒業式～
22日　みゆき保育所～終了式～
23日　双葉保育園～卒園式～

４月
１日　双葉保育園～入園式～
５日　幌加内中学校～入学式～
８日　幌加内小学校～入学式～
　　　放課後児童クラブ～入所式～
９日　幌加内高等学校～入学式～
19日　みゆき保育所～入所式～
24日　第２回幌加内町議会臨時会

５月　
２日　幌加内土地改良区～通水式～
10日　牛魂碑慰霊祭・馬頭観音慰霊祭
17日　春の交通安全啓発パレード
18日　町内合同清掃活動
19日　東京幌加内会
25日　あさひかわ幌加内会
26日　さっぽろ幌加内会

６月
１日　幌加内中学校体育大会
８日　朱鞠内小学校～三自治区連合運動

会～ 写真②
15日　幌加内小学校～運動会～
16日　三頭山「山開き」
20日　第２回幌加内町議会定例会
29日　ぐるっとライド2024

７月
６日　素人そば打ち段位認定会（初段・

二段）
13日　幌高商店会～夏の市～
18日　旗の波運動～添牛内地区～
20日　幌加内中学校古紙回収
24日　第14回全国高校生そば打ち選手権

大会（東京都）
30日　災害対策懇談会
31日　幌加内そばの日
20日～９月１日　政和アートFes2024

８月
１日　政和自治区町政懇談会
　　　振興自治区町政懇談会
９日　双葉保育園「七夕・盆踊り」
10日　第38回厳寒祭り
26日　朱鞠内自治区町政懇談会
31日～９月１日　第29回新そば祭り（来

場者：42,000人）
9月　
８日　幌加内中学校～学校祭～
13日　旗の波運動～添牛内地区～
14日　双葉保育園～運動会～
19日　第3回幌加内町議会定例会
24日　幌加内自治区町政懇談会
25日　母子里自治区町政懇談会
29日　関西幌加内会

10月
５日　朱鞠内小学校～学芸会＆コンサー

トin朱鞠内～
７日　JAきたそらち新米寄贈
10日　上幌加内自治区町政懇談会
14日　素人そば打ち名人大会・女流名人

大会
21日　産業祭＆幌高商店会～秋の市～
23日　秋の交通安全啓発パレード
26日　幌加内小学校～学習発表会～
27日　第50回衆議院議員選挙投開票日
25日～29日　決算審査特別委員会
24日～11月２日　生涯学習フェスティバ

ル～作品展示会～

11月
２日　生涯学習フェスティバル～児童生

徒芸能発表会・華道展示会～ 写真
③

７日　幌加内福祉の集い
13日　学校給食米寄贈～米生産部会～

12月
７日　双葉保育園～おゆうぎ会～
12～16日　第4回幌加内町議会定例会
17日　地域行政連絡員会議
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※広報ほろかないは、見やすく読みやすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

　２０２５年は『乙巳（きのと
み）』乙はしなやかに伸びる草木
を意味し、巳は再生と変化の象
徴であり、この２つの組み合わ
せると『変化を恐れず柔軟に成
長していく』という意味になる
そうです。良い１年になること
を願っています！

人　口 1,221人
（前月比+1）

男 602人
女 619人

まちの人口

［世帯数］　683世帯 （前月比±0）

※11月末現在
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